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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第5回看護グループ内研修【新人・初級者対象】を下記の日程で開催予定。

日時：2/27(月)　17:15～　場所：2階会議室

テーマ：傷創管理の方法について　講師：山内JGM

当日の出欠予定の記入を2/25（土）までに各自で入力すること。

・体験利用について
大下　伸治　様～北病棟入院中で、3月初旬退院予定。本日から体験利用再開。

・2/16カンファ記録の再回覧、2/17デイケア日誌を修正し、再回覧、再印刷すること。

＜グループホーム利用者様情報＞
・田中　一　様　～2/16（木）世話人同行で青い森信用金庫へ定期預金積み立て口座開いている。2月の年金から、毎月1万円積み立てし、1年間で満期になるように、本人希望している。

・古舘　ヨリ　様～血糖測定の針を早めに使い切っている。理由を確認すると、1日2回、夜も使用しているとのこと。昼1回で良いことを話すが、夜になると、心配になると言う。デイケアのスタッフより、1週間分の7本渡すこととしている。

・若松　邦生　様～2/16外来受診で、深澤Drより、就労は体調が万全でないため、半年位デイケアに通ってからにするように言われており、以降気持ちに浮き沈みがあるとのこと。本日、青明舎特定相談員と面談実施しているが、暗い表情で「すっきりしない」と話していたとのこと。本日、面談後、ハローワークに行く予定だったが、行かずにグループホームへ戻っており、デイケアも気持ちが向かないとのことで欠席している。今後、体調を見ながら、病状悪化しないように関わっていく。

・グループホームあおみ利用の3名、田名部浩平様、藤村翔様、坂本秀男様は、2/15（水）～2/20（月）までの5日間（日曜日を除く）、夕食宅配便1食200円を利用し、問題なければ地域の資源を利用しながら、自炊を入れて行く予定。

●グループホームからのお知らせ

・2/14（火）避難訓練を実施。何事も無く終了している。

・2/26（日）グループホームで、バスを利用し、昼食寿司を食べに行く企画がある。参加予定者は、関秀治様、村上元道様、下妻康貴様。女性は、迷っているとのこと（船場幸子様、繁名和恵様）。

＜青明舎利用者様情報＞
・平　京子　様　～2/19（日）定期訪問実施。体調について、「冷蔵庫を買ってから良いです」と話している。処方薬について、青南病院より、ウリモックスクリーム10％が処方され、右手の第1、第2指に、湿疹や割れている部位に使用するとのこと。滝沢整形外科より腰痛に対してデフロニックゲルが処方されていたが、腰痛は改善してきているため、次回は、行くつもりはないと話している。デイケアは最近、友達と会う予定や病院受診を理由として欠席することが目立っているため、スタッフより声掛けしている。食事に関しては、最近野菜を摂取するようにしており、果物は、バナナを摂取するようにしているとのこと。「ポタージュスープが安くて」と6箱あったため、バランス良く摂取するよう話している。

・高柳　和子　様～2/13（月）夕方に、本人より連絡があり、不安の訴え聞かれている。最近の話題で、若くして突然無くなった芸能人の情報を聞き、恐怖感に苛まれたとのこと。「姪もそのくらいの年齢で兼ね合わせてしまいました」と話している。デイケア利用者様や、デイケアスタッフへ連絡し、話しを聞いてもらい安心したとのこと。「最近気分が落ち込みやすく入院したい」と話し、理由は「入院すれば、身の回りのことをスタッフがやってくれるし、話も聞いてくれるので安心する」とのこと。スタッフより、現在の生活の中で、本人の望む生活は失われることを説明すると、入院を考え直している。2/15(水)定期訪問時、目付きがきつい様子が見られており、「外出して疲れたのかもしれない、気持ちが沈む」「部屋にいるとダメだと思って外へ行った」と話している。更年期のため、体調について不安と話しているため、デイケア利用時にスタッフへ話すよう伝えている。食事は、服薬のことを考えて摂取しているとのこと。年金について、2/15（水）に13万円程しか入っていなくて心配と言う。心配や不安がある際は、スタッフに連絡するよう伝えている。

2/19(日)朝、7時53分に連絡があり、落ち込んでいるとのこと。8時半に訪問するとテレビを観ており、悩みについて、叔母に連絡して「死にたくなった」と相談したら、「電話切るよ」と言われたとのこと。弟様は、「自分と同じく、気分が沈むから相談できない」と話している。10分話を聞くと、「落ち着きました」と言い訪問を終えている。

・松川　順子　様～2/19(日)定期訪問実施。「物が人に見えるのは、もう大丈夫」と話している。臨時受診し、オランザピンOD錠、頓服薬ルーラン5日分処方になっているとのこと。体調が悪くなければ、3/2（木）受診予定と話している。生活費は今月6千円残金があるため間に合うと話している。週2回、夕食自炊予定となっており、弁当は高いため、ご飯だけでも炊いて節約することを提案するが、「うーん」と、やりたくない様子が見られている。
・鈴木　知子　様～電話連絡がある。2/1(水)～3/15（水）までに、市民税、県民税の申告するため、精神保健福祉手帳、マイナンバーをコピーして提出している。
・森田　清助　様～2/15(水)定期訪問実施。アパートのドアを大久保恒夫様に叩かれたと話している。関わりたくないため、ふらっと、よこまちには、行かないようにしていたとのこと。トラブルがあった際は、デイケアスタッフに話すよう伝えている。血圧について、薬が1/2量になり、座位から立位になるとき、以前ほど眩暈がしなくなったが、今は1週間に1回一瞬眩暈がする時が有るとのこと。頻度が悪化するようであれば、主治医に話すよう伝えている。

＜利用者様情報＞

デイケア

・上村　正暁様　～体験利用を経て、本日から正式利用開始となっている。利用目的について確認すると、「窪田先生と三國さんに聞いて下さい。特に目標っていう目標はないです」と答えている。現在、母様の年金のみで生活費が賄われている状態であり、将来的には仕事をしなくてはいけないと話している。仕事をするためには、対人スキルの向上や体力をつける必要があることを伝え、＜当面は体力作りという目標でデイケアを利用してはどうですか＞と伝えると、「まぁ、じゃあそれで」と答えており、通所へのモチベーションの低さが窺える。発達障害という観点から考えると、対人スキルの獲得も重要であるが、モチベーションの低下を招かないためにもできることから1つずつ取り組むことができるようにアプローチしていく。

デイナイトケア
・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供があり、昨日座って居る小野寺様に身体を密着させ顔面にも接近して話しかけている為、他者交流の距離の取り方について声掛けしていたとのこと。また、小野寺様がおやつ摂取時、無言で近づき菓子を盗って食べており、注意・指導していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、小野寺様に接近して話しかけている様子は見られていない。食事時も、他メンバーから貰って食事摂取していることはない。今後も、他メンバーとの関わりと食事時の様子観察をしていく。

・鈴木　真知子様～先週、外に出て行こうと階段扉前に何度も来ていたが、本日は、階段扉前に来ることは無く、プログラムには参加できている。空笑や、幻聴があるような仕草も見られていない。今後も、病状を観察し所在確認をしていく。
＜外来情報＞

・高阪　博英　様～外出前に探し物をすることが多く、イライラすることがあるとのこと。飲酒することはないと話している。

・清水　泰雅　様～胃の調子が悪く1日休むことがあったが、現在は問題ないと話している。

・田中　一　様　～他の人のことが気になる為、どうにかしたいと話している。先週より貯金を始めたことを報告している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（竹洞　聡　様）　

実施日：H29年2月20日（月）13：00～13：30

担当チーム：慶長

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	竹洞　聡　様
	性別
	男
	年齢
	53
	生年月日
	S38.3.26

	主病名
	アルコール依存症

躁鬱病
	合併症
	肝機能障害､狭心症､糖尿病､舌癌術後

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	日中活動するようにしたい。仕事をしていきたい。

	入院歴
	計11回（最終：H28年10月20日～H28年12月8日）

	通所歴
	1回目

今回：H29.1.21～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	訪問看護、特定相談事業所青明舎

	住居：妻様と同居
	家族構成：父親、兄

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級、障害基礎年金2級、自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H29.2.23関係機関にてケア会議実施予定。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を目指し、仕事を継続して行う。
	①日中活動に参加し、活動性を向上する。


	①デイケアに継続して来所し、活動性の向上を図る。


	①利用日にはデイケアに来所し、プログラムに参加しながら活動性の向上を図る。スタッフは来所時にはプログラムへの参加を促し、自分から活動へ取り組めるよう促していく。

	
	②自身の状態を学びながら就労への準備をする。
	②デイケアでプログラムに参加し、自身の状態を学びながら、就労への準備を進めていく。
	②プログラムへ参加し、自身の病気や就労に関する知識を身につけ、就労への準備を進めて行く。スタッフは本人へ就労状況や就労への考えを質問し、自身のみで行動してしまわないように今後に向けた方向性を検討していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①デイケアに継続して来所し、活動性の向上を図る。

②デイケアでプログラムに参加し、自身の状態を学びながら、就労への準備を進めていく。
	・デイケアでは促されることによってプログラムに参加しており、1人で過ごしていることが多く、自分から会話を行うことは少ない。声を掛けられると表情穏やかに返答することが出来ている。何か分からない点については、都度自分から質問し、対応することが出来ている。デイケアに関する不安や問題はないと話している。

・利用開始同日に面接があると話しており、葬儀店のパートを考えているとのこと。自身で良さそうだと思い面接を受けに行ったとのことで、主治医や病院スタッフには何も相談はしていない状況。面接については「とても良い感じでした」と感想を話しており、仕事内容については「行ってみないと分からないですね」と話し、詳細は不明。スタッフと相談しながら就労の準備を行うことの重要性を確認し、今後は相談してから行動して欲しいことと、結果がわかり次第教えて欲しいことを伝えている。以降、利用日には仕事の準備で欠席するとの連絡があり、その際に妻様より2/1より仕事が始まるとの情報提供がある。

・達成度10％
	自身の考えのみで行動し、勝手に面接を受ける等、デイケアの必要性や自身の状態等の理解が不十分であることが考えられる。目標計画を継続し、来所時には本人の訴えを傾聴し、考えを確認していきながら就労に向けた準備を行っていけるよう関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	就労を目指し、仕事を継続して行う。
	①日中活動に参加し、活動性を向上する。


	①デイケアに継続して来所し、活動性の向上を図る。


	①利用日にはデイケアに来所し、プログラムに参加しながら活動性の向上を図る。スタッフは来所時にはプログラムへの参加を促し、自分から活動へ取り組めるよう促していく。

	
	②自身の状態を学びながら就労への準備をする。
	②デイケアでプログラムに参加し、自身の状態を学びながら、就労への準備を進めていく。
	②プログラムへ参加し、自身の病気や就労に関する知識を身につけ、就労への準備を進めて行く。スタッフは本人へ就労状況や就労への考えを質問し、自身のみで行動してしまわないように今後に向けた方向性を検討していく。


